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研究成果の概要（和文）：申請者らは、通常の運動療法が困難なフレイル状態にある高齢心血管病患者において
も安全に実施可能な加速度トレーニングによって、血管内皮機能や自律神経機能を改善するとともに、微小循環
改善効果が得られる運動プログラムを開発した（Aoyama A, Yamaoka-Tojo M, et al. Int Heart J. in
press）。さらに認知機能が低下している心不全患者に対し、包括的心臓リハビリテーションを実施することに
より、血管内皮機能を改善し、認知機能低下を改善することを明らかにした（投稿準備中）。

研究成果の概要（英文）：Comprehensive cardiac rehabilitation improved vascular endothelial function,
 autonomic nervous function, and microcirculuration in the tissue, especially with acceleration 
training that can be safely performed even in elderly cardiovascular disease patients who are in a 
flail state. We also developed our exercise program for elderly patients with cardiovascular disease
 (Aoyama A, Yamaoka-Tojo M, et al. Int Heart J. in press). Furthermore, for heart failure patients 
with impaired cognitive function, it has been shown that cardiac rehabilitation improved vascular 
endothelial function and cognitive impairment (under submission preparation).

研究分野： 循環器予防医学
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  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多疾患有病者である高齢慢性心不全患者の認知機能と血管内皮機能を標的とした心臓リハビリテーションの効果
を検討した報告はない。包括的心臓リハビリテーションは、心事故による救急発生を減少させ、再発・重症化に
よる莫大な医療コストを軽減するのみならず、患者・家族・社会全体の労務負担を軽減することに直結すること
が期待される。本研究課題で得られた成果は、心臓リハビリテーションを基軸とした地域連携疾病管理の新たな
エビデンスとなり、超高齢社会における生涯コストを抑制するなど、我が国が直面している医療崩壊の危機を救
うことにつながり、健康長寿延伸に大きく貢献できるなど、さらなる波及効果をもたらすものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

心臓カテーテル治療の進歩により、急性心筋梗塞発症早期に再灌流が得られるようになり、急

性期の死亡率は 5%まで低下しているものの、依然として退院後の心血管イベント発症は高率で

ある。しかしながら、近年、我が国では高齢・多疾患有病者が増加し、循環器病の治療が急性

期のみでは完結せず、退院後の外来での慢性期の疾病管理が重要となっている。心不全は日本

を含む先進国で増加しており、米国では 5700 万人が心不全に罹患しており、莫大な医療費増

大の最大の寄与因子であるとされ、心不全の再入院率が 2%低下することによって、年間医療費

が 1億ドル以上削減されると推定されている。 我が国においても、高齢慢性心不全患者の増加

は深刻な問題となっているが、重症心不全の生命予後は癌よりも不良であることが知られてお

り、薬物療法が進歩したとはいえ、心不全の死亡率および再入院率は高く、退院後の転帰改善

が急務である。  

従来から、心不全や心筋梗塞、心房細動患者においては、年齢に比して認知機能が低下してい

ることが指摘されていた。近年、心不全患者の約半数に記憶力や他の認知機能の障害が見られ

ることが明らかになり、特に心不全患者の多くを占める虚血性心疾患を基礎疾患とする慢性心

不全においては、長期および短期記憶障害と学習力の低下を認めることが報告されている。慢

性心不全の疾病管理においては、認知機能障害は慢性心不全急性増悪による入退院を繰り返す

大きな要因となっており、病気に対する理解と生活の自己管理能力を獲得することが重要であ

る。  

 
２．研究の目的 

慢性期における包括的外来心臓リハビリテーションは、運動療法のみならず、患者教育や身体

能力評価、多職種による生活指導への介入が主目的であり、心不全患者の予後改善に大きく寄

与することが報告されている。ところが、我が国における回復期心臓リハビリテーション参加

率は欧米に比べて、著しく低率であり、循環器疾患患者の予後改善・医療費の抑制・要介護予

防の観点から、大きな期待が集まっている。そこで本研究では、全国に先駆けて心臓二次予防

および回復期〜維持期の包括的外来心臓リハビリテーションに取組む、申請者らの所属する医

療施設を臨床研究のフィールドとし、慢性心不全患者において包括的外来心臓リハビリテーシ

ョンが、認知機能障害の進行抑制に寄与できるかとどうかを明らかにすることを目的とする。  

 
３．研究の方法 

本研究期間内には、ガイドラインに沿った最適化心不全治療が行われている高齢慢性心不全患

者を対象に、外来心臓リハビリテーション継続参加群(月 1 回以上)と、非継続参加群(月 1回未

満までの身体機能評価・指導施行群を含む)において、 動脈硬化関連指標と認知機能検査を実

施する。70 歳以上の慢性心不全患者を対象に、十分な説明と同意を得た上で、認知機能テスト

(オリエンテーション、エピソード記憶、注意力、実行機能、処理速度、反応時間)を行い、登

録時と半年後に認知機能テストを行う。 要因分析として、心臓二次予防センターと外来心臓リ

ハビリテーションで体系的に行っている定期心臓精密検査(血液検査、心電図、心エコー、脈波

伝播速度検査、負荷核医学検査など)や身体機能評価(筋力測定、歩行機能、呼吸機能など)、問

診(喫煙・飲酒状況、 服薬状況、生活状況など)の項目を診療録より調査する。  



 
４．研究成果 

本研究では、「慢性心不全患者において包括的外来心臓リハビリテーションが、認知機能障害

の進行抑制に寄与できるかどうかを明らかにすること」を目的に、北里大学東病院心臓二次予

防センターに登録し，継続的な疾病管理が行われている 70 歳以上の広義の慢性心不全患者のう

ち心臓リハビリテーションが処方された患者を対象とする臨床研究を行った。本研究開始前に、

北里大学医学部・病院倫理委員会 観察・疫学研究審査委員会の審査を受け、承認された。具体

的には、日常生活動作における機能評価としてとして Barthel index と機能的自立度評価法 FIM

を、簡易認知機能検査として MMSE を、さらに前頭葉機能として FAB の評価を行った。抑うつ状

態の評価として、簡易抑うつ症状尺度(QIDS-J)を用い、血管内皮機能は、反応性充血による血

管内皮機指数として、RH-PAT index を用いて評価した。立位バランス能力の評価指標として、

FRT と片脚立位時間を用い、身体能力として簡易身体能力バッテリーを用いた。同意の得られ

た対象者にこれらの初回評価を行ったうえで、ガイドラインに基づく包括的心臓リハビリテー

ションを施行した。心リハ定期参加群においては、身体機能評価と生活指導に加え、1回に 30

分程度の運動療法を行い、定期的に包括的心リハとしての指導介入を行った。平成 27 年 9月よ

り登録を開始し、予定通り、登録患者数 80症例に達した。初回検査では、FAB と 6分間歩行距

離(P=0.005, r=0.58)、FRT(P=0.003, r=0.52)などとの間に有意な正の相関を認めており、高齢

心疾患患者の歩行機能およびバランス機能は認知機能と関連し、特に前頭葉機能と強く関連す

る結果が示唆された。半年後の評価では、心リハ定期参加群において MMSE と FAB の改善のみな

らず、血管内皮機能とバランス機能の改善を認めた。  
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